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議 題 
 

 

      １ 議案審議 

（１）平成2９年度若葉区連協要望事項について 

（２）平成2９年度若葉区連協活動研修会（案）について 

 

   ２ その他 

（１）特定健康診査等の周知への協力依頼（健康保険課） 

（２）千葉市外国人滞在施設経営事業（特区民泊）について 

（国家戦略特区推進課ほか） 

（３）その他 

 
    

 

   

 

 

 



 

 

 

 

地区連 要　　望　　事　　項

加曽利貝塚復元集落に対する要望について 新規

都川水の里公園の早期完成について 新規

第17地区 国道126号 宮田交差点の改善について
前年度

から継続

千葉市若葉区古泉町４８１番地付近の土砂崩れの早期補修 新規

災害時避難所運営委員会における、宮田自治会の位置づけについて 新規

第24地区
千城台東２丁目の県営住宅跡地（旧千城台東親和自治会）の安全の確保につ
いて

新規

第26地区 大宮台小学校・大宮中学校生徒の通学路歩道の早期整備について
前年度

から継続

若松町中広町内地域内の道路の速度３０㎞制限の実施について 新規

中広踏切の拡幅工事の実施及び歩道の新設による安全の確保について 新規

第34地区 みつわ台４丁目の冠水被害の改善について 新規

第43地区 要望なし

新規：８件

継続：２件

合計：１０件

第１地区

第18地区

第32地区

議案第１号



平成２９年度 市連協要望 ・ １区連協要望 事項 

（どちらかに○） 

要 望 事 項  

 

加曽利貝塚復元集落に対する要望について 

 

 要 望 理 由  

 

 現在、千葉市では加曽利貝塚の特別史跡指定を目指し、意見具申書を文化庁

へ提出するなど、積極的に取り組んでおられます。 

しかし、加曽利貝塚公園に以前は８棟あった竪穴住居の復元集落が、現在で

は２棟のみとなっていることから、再建・修理を進めていただき、以前のよう

な集落の姿を取り戻していただきたいと存じます。 

 また、特別史跡への指定をきっかけに地域を盛り上げられるよう、今後更な

る普及活動を展開していく必要があり、施設整備やイベントの開催などにより

区民・市民に加曽利貝塚を周知し、市外からの集客を見込める施設となるよう

要望いたします。 

 

地 区 連 名 
第１地区 

町内自治会連絡協議会 
会 長 名 小川 善之 



平成２９年度 市連協要望 ・ １区連協要望 事項 

（どちらかに○） 

要 望 事 項  

 

都川水の里公園の早期完成について 

 

 要 望 理 由  

 

 都川水の里公園は、平成 18年度から総合公園の計画が策定され、広範囲にわ

たり用地買収が行われました。現在までに公園として整備され、市民へ解放さ

れているのは用地の中の一部分である「小川・田んぼエリア」のみで、それ以

外は未整備のままとなっています。 

 今後も引き続き工事を進め、「都川水の里公園」全体の早期完成を要望します。 

 また、サッカーや野球場として、暫定広場の「第１・第２・第３広場」が整

備され一般利用も可能となっていますが、多くの市民が集い利用できるように

するため、それ以外の多目的に利用可能な広場等につきましても整備を進めて

いただくことを要望します。 

 

 

 



 

地 区 連 名 
第１地区 

町内自治会連絡協議会 
会 長 名 小川 善之 

 

 

 

 

 

 



平成２９年度 市連協要望 ・ １７区連協要望 事項 

（どちらかに○） 

要 望 事 項  

 

国道１２６号 宮田交差点の改善について 

 

 要 望 理 由  

 

 かねてより要望していた宮田交差点の横断歩道及び歩道だまりが整備され

たことについては、歩行者の安全を確保することからみて、大変有難く思って

います。 

 しかし、この宮田交差点は変則交差点であり、安全性の確保と交通渋滞の解

消を解決するには、大規模改修など抜本的な取組みが必要であります。 

 地元としては、引き続き改善の要望を行っていきますが、今回は強い要望が

あるということをお願いし、具体的な回答は求めません。 

 なお、懸案の境界の問題については、「地籍調査」が有効と考えられるので、

併せて実施に向けた検討をお願いします。 

 

 

地 区 連 名 
第１７地区 

町内自治会連絡協議会 
会 長 名 白井 忠和 

 



平成２９年度 市連協要望 ・ １８区連協要望 事項 

（どちらかに○） 

要 望 事 項  

 

千葉市若葉区古泉町４８１番地付近の土砂崩れの早期補修 

 

 要 望 理 由  

 

 ２０１６年夏頃の大雨の際、古泉町４８１番地付近に土砂崩れが発生した。 

 古泉町前自治会長より若葉土木事務所には連絡を行い、職員の方にも現場を

確認していただき、カラーコーン等を設置していただいた。 

 しかし、その後補修に着手されなかったため、古泉町前自治会長が確認した

ところ、「後期の予算で対応します」との連絡をいただいたが、いまだ手つか

ずの状態である。 

 交通量は多くはないものの、付近に千葉市立更科小学校富田分校がある等、

通園通学路となっており、危険である。 

 今年大雨があった場合、さらに状況が悪化することが懸念される。よって、

早急に補修していただきたい。 

地 区 連 名 
第１８地区 

町内自治会連絡協議会 
会 長 名 猪野 一成 

 



平成２９年度 市連協要望 ・ １８区連協要望 事項 

（どちらかに○） 

要 望 事 項  

 

災害時避難所運営委員会における、宮田自治会の位置づけに

ついて 

 

 要 望 理 由  

 

 災害時避難所運営委員会における、宮田自治会の位置づけを明確にしていた

だきたい。町内自治会連絡協議会としては『第１８地区町内自治会連絡協議会』

に属しているが、災害時避難所運営委員会としては『第１７地区町内自治会連

絡協議会』の地区にて役割分担を求められている。 

 

 二つの地区にて役割分担を行われても、宮田自治会としては実際に活動する

際、どちらで動いてよいのか判断できかねる。また、緊急時には速断を求めら

れるケースが増えると思われるため、明確にしておかないと活動に支障が生じ

る。 

 

１８連協の希望としては、災害時避難所運営委員会の区分けと、町内自治会

連絡協議会の区分けをあわせていただきたいと考えている。 

 定期的に会議を行っているため、宮田自治会としても調整が行いやすいと考

えられ、住所では宮田は中田町に含まれることから、実際の緊急時に同じ町内

で分断されると対応が異なり、活動に支障が生じると考えられる。 

地 区 連 名 
第１８地区 

町内自治会連絡協議会 
会 長 名 猪野 一成 

 



平成２９年度 市連協要望 ・ ２４区連協要望 事項 

（どちらかに○） 

要 望 事 項  

 

千城台東２丁目の県営住宅跡地（旧千城台東

親和自治会）の安全の確保について 

 

 

 要 望 理 由  

 

 千城台東２丁目の県営住宅跡地（旧千城台東親和自治会）は、千城台西第二

県営住宅への移住により、現在居住者がいない状態である。街灯がなく夜は真

っ暗になるが、千城台旭小学校の目の前ということもあり、跡地を通る人や遊

んでいる子供も多く見受けられる。 

 現状が続くようであれば、犯罪が起こりやすくなったり、不法に居住する者

がでてきたりと地域に悪影響があるのではないかと危惧している。 

 関係各所に働きかけ、再開発に取り掛かるようにしていただきたい。また、

難しいのであれば、街灯をつける等して安全の確保に努めていただきたい。 

 

 

 

 

地 区 連 名 
第２４地区 

町内自治会連絡協議会 
会 長 名 角田 信夫 

該当地域 



平成２９年度 市連協要望 ・ ２６区連協要望 事項 

（どちらかに○） 

要 望 事 項  

 

大宮台小学校・大宮中学校生徒の通学路歩道の早期整備につ

いて 

 

 要 望 理 由  

 

 数年前から要望している問題です。通学路歩道が途中で途切れており、児

童・生徒の通学に非常に危険です。生徒の安全と通行車両の安全のためにも、

土地所有者との粘り強い交渉で早期に歩道の実現を、重ねてお願いいたしま

す。実現までの間は、スクールウォッチャーの方々のボランティアで生徒の保

護に努めて参ります。 

 

 

 

 

 

地 区 連 名 
第２６地区 

町内自治会連絡協議会 
会 長 名 石井 雅男 

 

要望の通学路 



平成２９年度 市連協要望 ・ ３２区連協要望 事項 

（どちらかに○） 

要 望 事 項  

 

若松町中広町内地域内の道路の速度３０㎞制限の実

施について 

 

 要 望 理 由  

 

 当該道路は、若松小学校への通学路で道幅が狭いため、特に朝の通学時間帯

は学童に危険が及ぶ。 

 通行車輛の速度を３０㎞以下に抑えていただけるよう、制限を設けることを

要望する。特に、中広踏切方面に向かう道路の制限に重点を置いて実施してい

ただきたい。 

 また、道路に速度制限のペイントを施したり、標識を設置したりするなど、

わかりやすい安全対策を講じていただきたい。 

  

 

 

地 区 連 名 
第３２地区 

町内自治会連絡協議会 
会 長 名 秋元 稔 

 

要望の通学路 



平成２９年度 市連協要望 ・ ３２区連協要望 事項 

（どちらかに○） 

要 望 事 項  

 

中広踏切の拡幅工事の実施及び歩道の新設による安全の確保

について 

 

 要 望 理 由  

 

 以前（平成２６年度）にも要望したが、実施に至っていない。 

 当該中広踏切は、車輛の交通量が多いにもかかわらず、道幅が狭く対向車が

すれ違うのもぎりぎりの状態である。 

また、歩道の確保がなされていないため、地域住民や通勤・通学の方々が線

路を横断しており、非常に危険である。 

早急に踏切の拡幅工事及び歩道の新設を行い、安全の確保をしていただきた

い。 

 

 

地 区 連 名 
第３２地区 

町内自治会連絡協議会 
会 長 名 秋元 稔 

 

中広踏切 



平成２９年度 市連協要望 ・ ３４区連協要望 事項 

（どちらかに○） 

要 望 事 項  

 

みつわ台４丁目の冠水被害の改善について 

 

 要 望 理 由  

平成 28 年 9 月 3 日のゲリラ豪雨による道路冠水で、みつわ台 4 丁目では床上・床下浸

水や自動車の水没被害が発生しました。 

過去（平成 24年 8月 11日）にも同地区で床上・床下浸水や自動車の水没被害が発生し

ています。その後にみつわ大通りに枯葉対策用の排水口を設置するなどの改善も見られま

すが、今回、同様な被害が発生し住民からは不安の声が多数上がっています。 当該地区

における冠水被害の早急な改善を要望します。 

 

 

地 区 連 名 
第３４地区 

町内自治会連絡協議会 
会 長 名 佐々木 武彦 

 

 

 



 

 

若葉区町内自治会連絡協議会活動研修会（案） 

 

 １ 目  的   地域を育成するリーダーとして、他市の地域及び公共施設等を視察

及び見学することで、今後の地域における役割、公共施設等の必要性

について認識していただくと共に、若葉区町内自治会連絡協議会員と

して、会員相互の親睦交流を深める。 

 

２ 参 加 者  若葉区町内自治会連絡協議会会員４０名  

事務局（地域振興課職員）２名 計４２名 

 

３ 行  程 １１月１４日（火）・１６日（木）・１７日（金）のうち１日 

 

・案１（Ｐ１４～Ｐ１９） 

① 防災体験学習施設そなエリア ②がすてなーに（ガスの科学館） 

 

・案２（Ｐ２０～Ｐ２３） 

① 三菱みなとみらい技術館 ②虹の下水道館 

 

・案３（Ｐ２４～Ｐ２８） 

① 羽田クロノゲート ②東芝科学未来館 

 

  

 

４ 負 担 金  ２，０００円 

 

議案第２号 


